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第
十
一
条
の
二
十
の
二
を
第
六
十
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
二
十
第
二
号
ハ
中
「
別
記
様
式
第
十
二
号
の
十
六
」
を
「
別
記
様
式
第
五
十
五
号
」
に
改
め
、
同
条

を
第
五
十
九
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
十
九
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
十
二
号
の
十
四
」
を
「
別
記
様
式
第
五
十
三
号
」
に
、「
第
十
二
号
の

十
五
」
を
「
別
記
様
式
第
五
十
四
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
八
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
十
八
中
「
別
記
様
式
第
十
二
号
の
十
三
」
を
「
別
記
様
式
第
五
十
二
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十

七
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
十
七
の
二
中
「
第
六
条
の
六
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
、「
別
記
様
式
第
七
号
の
五
」
を
「
別
記
様
式

第
二
十
一
号
」
に
、「
別
記
様
式
第
十
二
号
の
十
二
の
二
」
を
「
別
記
様
式
第
五
十
一
号
」
に
、「
を
添
え
な
け
れ
ば
」

を「（
外
国
人
に
あ
つ
て
は
、外
国
人
登
録
証
明
書
の
写
し
又
は
こ
れ
に
類
す
る
書
類
）」に
、「
、
外
国
人
登
録
証
明
書
」

を
「
、
外
国
人
登
録
証
明
書
の
写
し
」
に
改
め
、「
を
添
え
（
外
国
人
登
録
証
明
書
又
は
こ
れ
に
類
す
る
書
類
に
つ
い

て
は
提
示
し
）
な
け
れ
ば
」
を
削
り
、
同
条
を
第
五
十
六
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
十
七
中
「
別
記
様
式
第
十
二
号
の
十
二
」
を
「
別
記
様
式
第
五
十
号
」
と
し
、
同
条
を
第
五
十
五
条

と
す
る
。

第
十
一
条
の
十
六
中
「
第
十
一
条
の
十
二
」
を
「
第
五
十
条
」
に
、「
別
記
様
式
第
十
二
号
の
十
一
」
を
「
別
記
様

式
第
四
十
九
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
四
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
十
五
中
「
別
記
様
式
第
十
二
号
の
十
」
を
「
別
記
様
式
第
四
十
八
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
三

条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
十
四
中
「
別
記
様
式
第
十
二
号
の
九
」
を
「
別
記
様
式
第
四
十
七
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
二

条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
十
三
中
「
別
記
様
式
第
十
二
号
の
八
」
を
「
別
記
様
式
第
四
十
六
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
一

条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
十
二
中
「
別
記
様
式
第
十
二
号
の
七
」
を
「
別
記
様
式
第
四
十
五
号
」
に
改
め
、「（
第
一
号
括
弧
書

に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
提
示
し
）」を
削
り
、
同
条
第
一
号
中
「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
を
「
外
国
人
登
録
証

明
書
の
写
し
又
は
こ
れ
に
類
す
る
書
類
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
十
一
を
第
四
十
九
条
と
し
、
第
十
一
条
の
十
の
二
を
第
四
十
八
条
と
し
、
第
十
一
条
の
十
を
第
四
十

七
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
九
中
「
別
記
様
式
第
十
二
号
の
六
」
を
「
別
記
様
式
第
四
十
四
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
六
条

と
す
る
。

第
十
一
条
の
八
中
「
別
記
様
式
第
十
二
号
の
五
」
を
「
別
記
様
式
第
四
十
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
五
条

と
す
る
。

第
十
一
条
の
七
中
「
別
記
様
式
第
十
二
号
の
四
」
を
「
別
記
様
式
第
四
十
二
号
」
に
、「
第
五
条
第
一
項
前
段
」
を

「
第
十
二
条
第
一
項
前
段
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
四
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
六
第
一
項
第
三
号
中
「
第
四
条
第
一
項
第
一
号
」
の
下
に
「
、
第
四
号
又
は
第
五
号
の
二
」を
加
え
、

「
散
弾
銃
」
を
「
ラ
イ
フ
ル
銃
以
外
の
猟
銃
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
条
第
一
項
前
段
」
を
「
第
十
二
条

第
一
項
前
段
」
に
、「
第
五
条
の
二
」
を
「
第
十
三
条
」
に
、「
第
五
条
第
四
項
」
を
「
第
十
二
条
第
四
項
」
に
、「
空
気

銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
十
八
歳
に
、
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
」
を
「
猟
銃

の
所
持
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
（
令
第
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
者
か
ら
推
薦
さ
れ
た
者
を
除
く
。）」に
改
め
、

同
条
を
第
四
十
三
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
五
の
五
中
「
第
十
一
条
第
十
項
」
を
「
第
十
一
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
二
条
と
す

る
。第

十
一
条
の
五
の
四
中
「
第
十
一
条
第
八
項
若
し
く
は
第
九
項
」
を
「
第
十
一
条
第
九
項
若
し
く
は
第
十
項
」に
、

「
別
記
様
式
第
十
二
号
の
三
の
四
」
を
「
別
記
様
式
第
四
十
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
一
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
中
「
第
十
一
条
第
八
項
」
を
「
第
十
一
条
第
九
項
」
に
、「
別
記
様
式
第
十
二
号
の
三

の
三
」
を
「
別
記
様
式
第
四
十
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
別
記
様
式
第
十
二
号
の
三
の
三
」
を
「
別
記
様
式

第
四
十
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
五
の
二
中
「
第
十
一
条
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
」
を
「
第
十
一
条
第
七
項
若
し
く
は
第
八
項
」に
、

「
別
記
様
式
第
十
二
号
の
三
の
二
」
を
「
別
記
様
式
第
三
十
九
号
」
に
、「
第
十
六
条
の
二
の
三
」
を「
第
九
十
七
条
」

に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
九
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
五
の
見
出
し
中
「
ま
つ
消
」
を
「
抹
消
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
ま
つ
消
を
」
を
「
抹
消
を
」

に
、「
別
記
様
式
第
十
二
号
の
三
の
許
可
事
項
ま
つ
消
申
請
書
」
を
「
別
記
様
式
第
三
十
八
号
の
許
可
事
項
抹
消
申
請

書
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
八
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
四
中
「
第
八
条
第
二
項
」の
下
に「（
法
第
九
条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」

を
、「
規
定
に
よ
り
許
可
証
」
の
下
に「（
法
第
九
条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
年
少
射

撃
資
格
認
定
証
）」を
加
え
、「
別
記
様
式
第
十
二
号
の
二
」
を
「
別
記
様
式
第
三
十
七
号
」
に
改
め
、「
当
該
許
可
証
」

の
下
に「（
法
第
九
条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
）」を
加
え
、

同
条
を
第
三
十
七
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
第
一
項
中
「
最
初
に
」
の
下
に
「
同
号
の
規
定
に
よ
る
」
を
加
え
、同
条
を
第
三
十
六
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
二
中
「
第
四
条
」
を
「
第
九
条
」
に
、「
十
五
日
」
を
「
一
月
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
五
条
と
す

る
。第

十
一
条
中
「
別
記
様
式
第
十
二
号
」
を
「
別
記
様
式
第
三
十
六
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
四
条
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
十
一
号
」
を
「
別
記
様
式
第
三
十
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項

中
「
を
添
え
」
を
削
り
、「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
を
「
外
国
人
登
録
証
明
書
の
写
し
」
に
、「
を
提
示
し
）な
け
れ
ば
」

を
「
）
を
添
え
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
三
条
と
す
る
。

第
九
条
を
第
三
十
二
条
と
す
る
。

第
八
条
中
「
別
記
様
式
第
九
号
」
を
「
別
記
様
式
第
三
十
号
」
に
、「
別
記
様
式
第
十
号
又
は
第
十
号
の
二
」を「
別

記
様
式
第
三
十
一
号
又
は
第
三
十
二
号
」
に
、「
別
記
様
式
第
十
号
の
三
又
は
第
十
号
の
四
」
を
「
別
記
様
式
第
三
十

三
号
又
は
第
三
十
四
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
一
条
と
す
る
。

第
七
条
中
「
第
六
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
に
、「
別
記
様
式
第
八
号
」
を
「
別
記
様
式
第
二
十
九

号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

第
六
条
の
九
中
「
第
六
条
の
六
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
、「
別
記
様
式
第
七
号
の
五
」
を
「
別
記
様
式
第
二
十
一

号
」
に
、「
別
記
様
式
第
七
号
の
八
」
を
「
別
記
様
式
第
二
十
四
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、
同
条
の

次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
技
能
講
習
）

第
二
十
六
条

法
第
五
条
の
五
第
一
項
の
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
二
十
五
号
の
技
能
講
習
受

講
申
込
書
二
通
に
当
該
申
込
人
の
写
真
二
枚
を
添
え
て
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す

る
も
の
と
す
る
。

（
技
能
講
習
通
知
書
）

第
二
十
七
条

令
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
技
能
講
習
に
つ
い
て
の
必
要
な
事
項
の
通
知
は
、
別
記
様
式

第
二
十
六
号
の
技
能
講
習
通
知
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
技
能
講
習
修
了
証
明
書
の
様
式
）

第
二
十
八
条

法
第
五
条
の
五
第
二
項
の
技
能
講
習
修
了
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
二
十
七
号
の
と
お
り
と
す
る
。

（
技
能
講
習
修
了
証
明
書
の
書
換
え
又
は
再
交
付
の
申
請
）

第
二
十
九
条

第
二
十
二
条
の
規
定
は
、
法
第
五
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
条
の
三
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
技
能
講
習
修
了
証
明
書
の
書
換
え
及
び
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
二
十
二
条
中
「
別
記
様
式
第
二
十
一
号
の
講
習
修
了
証
明
書
再
交
付
等
申
請
書
」と
あ
る
の
は
、

「
別
記
様
式
第
二
十
八
号
の
技
能
講
習
修
了
証
明
書
再
交
付
等
申
請
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
の
八
中
「
別
記
様
式
第
七
号
の
七
」
を
「
別
記
様
式
第
二
十
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す

る
。
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